
第１０期決算公告

平成19年6月18日

釧路市北大通１４丁目５番地

ジェイ・アール道東トラベルサービス株式会社

代表取締役　亀　井　照　夫

【 流動資産 】 【 119,440 】 【 流動負債 】 【 50,850 】

現  金              6,445 未払費用       420

普通預金            18,740 未払消費税等        1,989

商  品              255 未払金         22,161

未収金         24,282 預り金              433

短期貸付金     61,696 賞与引当金          3,657

前払費用       6,222 その他 22,187

繰延税金資産 1,777

その他 20

　 　

【 固定負債 】 【 1,888 】

長期預り金          805

役員退職慰労引当金  1,083

【 固定資産 】 【 3,704 】

268

構築物              229

工具器具備品        39

（無形固定資産） 52,738

電話加入権          145

（投資その他の資産） 3,289 【 株主資本         】 【 70,406 】

差入敷金保証金      2,838 【 資本金              】 【 20,000 】

繰延税金資産 451 【 利益剰余金  】 【 50,406 】

その他利益剰余金 50,406

　別途積立金  30,000

　繰越利益剰余金      20,406

70,406

123,144 123,144

　

（注記事項）

１．支配株主に対する金銭債権債務

短期金銭債権 23,729 千円

短期金銭債務 4,399 千円

　 ２．有形固定資産の減価償却累計額 1,660 千円

３．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております
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負 債 の 部

貸 借 対 照 表

平成１９年３月３１日現在

（単位：千円）
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科　　　目 金　　　額 科　　　目



Ⅰ　重要な会計方針に関する注記

１．たな卸資産の評価方法及び評価基準

最終仕入れ原価法を採用しております。

２．固定資産の減価償却の方法

３．引当金の計算基準

(1)貸倒引当金

(2)賞与引当金

　従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当期負担額を計上しております。

(3)退職給付引当金

(4)役員退職慰労引当金

４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

(1)消費税等の処理方式

消費税等の会計処理は、税抜方式を採用しております。

(2)連結納税制度の適用

当期から連結納税制度を適用しております。

５．重要な会計方針の変更

(1)貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準

　当期から貸借対照表の表示について「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基
準」（企業会計基準第５号　平成１７年１２月９日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に
関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号　平成１７年１２月９日）を適
用しております。
　なお、従来の資本の部の合計に相当する金額は７０，４０６千円であります。

注　　記　　書
平成１８年４月　１日から
平成１９年３月３１日まで

　債権の貸倒れの損出に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債
権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込み額を計上して
おります。

　役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しておりま

す。

　従業員の退職給付に備えるため、当該事業年度における退職給付債務の見込額に基づ

き、当期末において発生していると認められる額を計上しております。

有形固定資産は定率法を採用しております。ただし、一括償却資産については３年均等償却し
おります。



(2)表示方法の変更

Ⅱ　貸借対照表に関する注記

1．有形固定資産の減価償却累計額 　---------- １，６６０千円

３．関係会社に対する金銭債権債務

Ⅲ　損益計算書に関する注記

１．関係会社との取引高

千円

千円

Ⅳ　株主資本等変動計算書に関する注記

１．株式の状況

(1)発行済株式の総数 　---------- 株

(2)自己株式の数 　------------- 株

２．剰余金の配当 　------ 配当は行っておりません。

Ⅴ　税効果会計に関する注記

Ⅵ　リースにより使用する固定資産に関する注記

Ⅶ　一株当たり情報に関する注記

１．一株当たりの純資産額 円 5 銭

２．一株当たりの当期純利益 円 28 銭

Ⅷ

　従来、売上に係る人件費等の経費について、販売費及び一般管理費として計上
しておりましたが、当期より原価に計上する方法に変更しております。この変更によ
り、従来の方法と比較して、売上原価は２９１，４１１千円増加し、売上総利益は同額
減少しておりますが、営業損益に与える影響はありません。

4,399 千円

売 上 高

短期金銭債権 23,729 千円 短期金銭債務

12,273

176,015

貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び注記表に記載されている金額は、
千円未満を切り捨て表示しております。

繰延税金資産の発生原因は、主に賞与引当金、未払事業税、役員退職慰労引当金及び
減価償却超過額によるものであります。

貸借対照表に計上した固定資産のほか、自動車、厨房設備、事務用電子計算機等があり
ます。

188,113

88,551仕 入 高

０

４００


